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プ レ大 会 発 表要 旨2002.11。8-10 『デザイン理論』42/2003

海外の出版物 に描かれた日本の建築文化

一19世 紀後半か ら20世紀初頭にかけてのヨーロッパを中心に 一

金刺礼子/神戸大学

1.は じめに

これまで,日 本建築 に関す るさまざまな文

献 の著者 によ って,伝 統 的な 日本 の建築 と,

ア ールヌーボーか らモダニズムに至 るヨーロッ

パの近代建築 に,類 似性一簡素 さ ・静 けさ ・

非対称性 な ど一 が見 られ ると指摘 され,日 本

建築 か らヨー ロッパ の近代建築へ何 らかの影

響 があ ったのではないか と示 唆されて きた。

日本か ら西 欧諸国への影響 に関 しては,「 ジャ

ポニスム」 の研究 によ って,日 本 の浮世絵版

画 や工芸 が欧米 に影響 を与 えたこ とがすで に

明 らかに されてお り,建 築 に関 して も,フ ラ

ンク ・ロイ ド・ライ トが浮世絵版画の影響 を

認 め,語 ってい ることが一般 に知 られて いる。

しか し,"日 本 の建築 か らの影響"と い う視

点 では,実 際何 らかの関係 が存在 した のか ど

うか,い まだには っき りしていない。本研究

では,"日 本 の建 築か らの影響"の 確認 とま

ではいかな くとも,歴 史 的な流れ の中で,影

響 の可能性 が認 め られるよ うな見方や状況が

存在 したかを明 らかにす ることを 目的 とす る。

2.研 究のプロセス

建築の場合,絵 画などの他の分野と異な り,

影響を明確に示す論証や事例を挙げることは

難 しい。 したがって推測的な図像比較やルー

ツ探 しは避け,当 時から変わることな く現在

まで残されている,文 献や雑誌記事などの文

字情報とそこに含まれる図版の分析を中心に

行 う。これ らを丹念に読み取 り,ヨ ーロッパ

で近代建築が確立する以前,日 本の建築文化

がどのように紹介され受容されていたかを考

察する。

3.日 本 建築を海外 に紹介 した重要文献

日本が鎖国を撤廃 した19世 紀後半以降,海

外 に日本文化を紹介す る目的で書 かれ た文献

は把握 しきれな いほどの数 に及ぶ が,そ のな

か には 日本建築を扱 った文献 も多 く含 まれて

いた。 本研究において と くに重要 と考 え られ

る ものを紹介 す ると,C.Dresser『Japan,

itsarchitecture,artandartmanufactures

1882,E.S.MorseJapanesehomesand

surroundings』1886,J.Brinkmann

『JapansKunstundKunsthandwerk』1889,

J.ConderがR.1.B,A.に 発 表 した3本 の

論文 『Notes-1878-onJapaneseArchitec-

ture』1878,『Furthernotes-1886-on

JapaneseArchitectures1886,PDomestic

ArchitectureinJapans1887,F.Baltzer

rDasjapanischeHaus』1903,rDieArchi-

tekturderKultbautenJapans』1907,な

どが挙 げられ る。

と りわけBaltzerの 文 献 は,技 術 と工法 を

含 めて本格的に 日本建築を海外 に紹介 した文

献 と して は最 も初期 の ものである と考 え られ

る。Baltzerは 日本建築 に関 して,社 寺 と住

宅 につ いての2冊 の本を執筆 している。最 初

に出版 したのは住宅 に関す る本の方 であ り,

そ ち らは,通 史的な建築史の枠 に とらわれな

い,彼 の 日本建築 に対す る率直 な理解 が表れ

て いるよ うに思 われる。 以下,Baltzerの 住

宅 に関 す る著書rDasjapanischeHaus(日

本 の家屋)』 に見 られ る,彼 の視 点 と理解 の

特徴 について触 れ る。
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4.FranzBaltzerの 『Dasjapanische

Hausa(Berlin;WirhelmErnst&Sohn,

1903)に つ いて

4.1日 本家屋に対するバルツァーの視点

バルツ ァー(FranzBaltzer1857-1927)

は住 宅 に関 して,数 奇屋造 りや書院造 りの流

れを持つ住居,武 家住宅や町屋な ど,幅 広 く

取 り上 げた。 しか し,田 舎の民家や農家に関

してはま った く扱 っていない。 これは,民 家

に対す る当時 の 日本人 自身の関心 も薄か った

ことか ら納得で きる見解か と思われ るが,屋

根 や 自然 に囲まれ た外観 の印象 については感

じのよい ものと して言及 して いるっ また彼 は,

当 時 日本 の建築家 の間で盛ん につ くられて い

た西洋館 な どはま った く扱わず,一 般の大工

や下級 の技 師が建 てていた,明 治期の比較的

新 しいライフスタイルに対応 した数奇屋風の

住宅 を多 く取 り上 げた。 と りわ け,中 規模以

下 の庶民住宅,お よび2戸1や3戸1の 官舎

に対す る注 目は,お そ らく日本人の視点か ら

では得 られ ない,外 国人で あるバル ツァーな

らではの見解 と して重要視すべ きであ ろう。

rDasjapanischeHaus』 は,徹 底 した合

理 的観点 か らの考察 とな って いる。観念的 に

なるこ とを避 け,日 本人 の習慣や気候風土を

よ く理解 した上 で,そ こか ら,機 能的な合理

性や快適 さなどの,理 屈 に基づいた説明を行 っ

ている。彼 はこの著作が,当 時の ヨー ロッパ

において問違 いな く評価 を得 ると確信 して い

た ところ もある。 そのため,日 本を まだ見た

ことのない人 に も理解で きるように,徹 底 し

たモノか らの考察 となったと も考え られ る。

4.2バ ル ツァー の理解の特徴

単 な る配置 によ って素材 そのものの材質 を

あ りのままに見 せる材料 の使用法や,繊 細 な

施 しとしての装飾 とは異 なる,材 料の配置 に

よ る装飾,引 き戸 の使用 によって獲得 され る

開放性 と統 一性,一 定 の大 き さを もつ畳 の

[規格/Schema],部 材 の標準 化 とス トック

に よる建設 の迅速 さ,茶 室 の基本的特徴 であ

る[簡 素 さ/Schlichtheit]と[小 さ さ/

Kleinheit]な ど に高 い関心 を寄せ てい る こ

とが読み取 られる。 とくに茶室の特徴 につい

て,バ ルツ ァーは,そ れまでの ヨー ロッパ建

築 にはなか った新 しい建築 の知見 として詳細

に記述 し,ヨ ー ロッパ の人 々に広 く伝 え よう

と した と述 べている。 また,彼 は伊勢神 宮に

ついては言及 しているが,桂 離宮については

触れていない。 この ことは,一 概に彼 の見方

を評価する基準 になる ものとはいえないが,

後 の時代 の人 々による見方 と も比較 してい く

べ きであろ う。

5.お わ りに

今後はさ らに,バ ル ツ ァーの 日本建築 に対

す る理解 を,他 の文献 の著者 とも比較 してい

くことが重要 と思われる。 とくに,バ ルツァー

よ り20年 ほ ど先行す る文献 の著者 であ り,日

光東照 宮な どの装飾 的な建築 を評価 したC.

ド レッサー(ChristopherDresser1834-

1904)の 見 方 との比較 が,当 面の課題 と して

考え られる。
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